
広報

平成29年

6月号
〔630号〕

町公式キャラクター

かぼまる

横田小・横田地域合同運動会
「幸せ運ぶ金山の妖精たち」

今こそ、ごみ削減へ！………………　２
町立小学校運動会……………………　４
話題の散歩道…………………………　６
お知らせ………………………………　８
おたより………………………………１２

今月の主な内容	



　

私
た
ち
人
間
は
生
活
す
る
た

め
、
た
く
さ
ん
の
も
の
を
作

り
、
た
く
さ
ん
使
っ
て
、
た
く

さ
ん
捨
て
る
と
い
う
「
使
い
捨

て
型
」
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
便
利
な
一
方
で
ご
み
が
た

く
さ
ん
出
て
し
ま
う
と
い
う
問

題
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
使
い
捨
て
型
」
の
生
活
を
続

け
な
が
ら
、
ご
み
を
一
切
出
さ

な
い
と
い
う
の
は
不
可
能
で
す

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

町
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、

資
源
と
し
て
回
収
し
て
い
る
物

は
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

分
別
を
し
な
け
れ
ば
た
だ
の
ご

み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご

み
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
処
理
に
か
か
る
費
用
が
増

え
、
町
の
負
担
が
多
く
な
り
、

最
終
的
に
は
町
民
の
方
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

その一手間が未来へ繋がる

今こそ、ごみ削減へ！

ご
み
を
出
す
際
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
出
す
際
に
は
、
収
集

日
や
出
し
方
な
ど
多
く
の
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す

際
に
は
ル
ー
ル
の
徹
底
と
、
特

に
注
意
を
し
て
ほ
し
い
次
の
4

点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
事
業
所
の
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

　

家
庭
ご
み
用
の
ご
み
収
集
所

に
明
ら
か
に
事
業
所
の
ご
み
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

に
つ
い
て
は
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
と
し
て
事
業
所
と
業
者
で

契
約
し
、
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
正
し
い
分

別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
を

は
が
し
、
中
を
よ
く
す
す
い
で

く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ

　

最
近
は
使
い
捨
て
の
物
も
増
え
、
私
た
ち
の
生
活
は
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
ご
み
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
を
買
う
と
き
、
ご
み
を
捨
て
る
前
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
ご
み
に
つ
い
て
、
ち
ょ

っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

その一手間が未来へ繋がる

今こそ、ごみ削減へ！

暮
ら
し
と
ご
み
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大切なのは　
　その一手間

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

は
犯
罪
で
す

プ
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包

装
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
を
出
す
日
は
必
ず
守
っ

て
く
だ
さ
い

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
必
ず
そ

の
日
の
朝
8
時
ま
で
出
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
前
日
の
夜

や
収
集
時
間
を
過
ぎ
て
か
ら
出

す
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特

に
腐
敗
が
進
み
悪
臭
を
放
ち
ま

す
。
ま
た
、
野
生
動
物
が
荒
ら

し
た
り
、
近
所
の
方
の
迷
惑
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
出

す
日
と
時
間
は
必
ず
守
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
む
つ
の
出
し
方
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

　

大
人
用
も
子
供
用
も
可
能
な

限
り
汚
物
を
ト
イ
レ
に
流
し
て

か
ら
、
新
聞
紙
で
包
ん
で
ご
み

袋
に
入
れ
て
捨
て
て
く
だ
さ

い
。
収
集
時
に
ど
う
し
て
も
圧

力
が
か
か
る
た
め
、
破
裂
し
て

汚
物
が
飛
ん
で
し
ま
う
の
を
防

ぐ
た
め
で
す
。
お
手
数
で
も
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。　

　

以
上
、
4
点
を
注
意
し
て
ご

み
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
助

か
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
悪
質

な
場
合
は
、
ご
み
処
理
場
の
搬

入
が
停
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
正
し
い
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
を
一
切
出
さ
な
い
と
い

う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し
か

し
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
す
。
捨
て
れ
ば
た
だ
の
ご

み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

分
別
す
る
こ
と
で
資
源
と
し

て
、
再
利
用
・
再
生
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

再
利
用
・
再
生
利
用
す
る
た

め
に
、
正
し
い
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
と
野
外
焼
却
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
や
家
庭
ご
み
の
野
外
焼

却
を
す
る
と
、
山
や
川
な
ど
の

自
然
環
境
が
汚
染
さ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
金
山
町
を
こ
れ

か
ら
も
残
し
て
い
く
た
め
に
、

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
は
絶
対

に
許
せ
な
い
問
題
で
す
。
発
見

し
た
場
合
は
直
ち
に
金
山
町
役

場
、
ま
た
は
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

	

☎
54
︲
５
１
３
５

捨
て
れ
ば
ご
み

分
け
れ
ば
資
源

どうすればごみは減る？
ごみを減らすには、より環境に配慮した「３Ｒ＋１Ｒ」の実践が大切です。

使える物はもう一度！
・一升瓶やビール瓶などは買ったお
店に返却
・小さくなった服などはリサイクル
ショップなどで違う人へ

資源とごみを分別することで
・ごみの減量化
・再生され利用できる
・新たな資源を使わなくなるから環
境保護に！
といった多くの効果あり！

ごみを減らすには･･･
生ごみがポイント‼
生ごみのほとんどが水分です。捨て
る前によく水気を絞るだけで、大幅
にごみを減らすことができます。

だれでもできるリフューズ！
●買い物の時にレジ袋をもらわず、
エコバッグを使用
●できるだけ使い捨て商品は使わ
ない

New

リフューズ

Refuse
ごみになる物
は断る

リデュース

Reduce
ごみを減らす

リユース

Reuse
再利用

リサイクル

Recycle
再生利用
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息を合わせて二人三脚「ペアカップル'ｓ」

かわいらしいダンス「前前前世から恋」

金
山
小
学
校
大
運
動
会

　

５
月
13
日
、
金
山
小
学
校
大

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
た
め
、
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
『
勝
利
に
向
か
っ

て
、
パ
ワ
ー
全
開
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
児
童
た
ち
は
雨
雲
を

吹
き
飛
ば
す
く
ら
い
元
気
い
っ

ぱ
い
に
最
後
ま
で
競
技
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
、
保

護
者
や
地
域
の
方
か
ら
は
声
援

や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
競

技
の
中
に
は
、
地
域
の
方
が
参

加
す
る
競
技
も
あ
り
、
児
童
と

地
域
の
方
が
協
力
し
て
競
技
を

行
い
、
楽
し
い
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

力強い紅白応援合戦

紅白対抗綱引き　みんなで力を合わせて「よいしょー」

お楽しみ⁉ミックスリレー

全校生による鼓笛パレード

チャンス走「校長先生、花の色は何色ですか？」
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チャンス走で「金山の妖精に変身‼」

３・４年生による１００ｍ走

横
田
小
学
校
　
　
　
　

横
田
地
域
合
同
運
動
会

　

横
田
小
・
横
田
地
域
合
同
運

動
会
が
５
月
27
日
、
横
田
小
学

校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
朝
ま
で
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
の
方
の
協
力

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
行
わ

れ
、
外
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。『
最
後
ま
で
真
剣
勝
負

本
気
出
せ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
競
技

を
行
う
児
童
の
姿
に
、
地
域
の

方
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
と
協
力
し
て
行

う
競
技
も
多
く
、
児
童
と
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

気合いの入った応援合戦

堂々とした鼓笛パレード 地区対抗ムカデ競走今年の優勝は越川・西部チーム

最終種目の紅白対抗リレーの前に気合いを入れる児童たち

児童と地域の方による「紅白対抗ウルトラ玉入れ」

紅白対抗リレーは最後まで大接戦
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真剣に汚れを落とす川高生

しっかりと苗を植えます（金山小学校）

人形劇に見入る子ども達

川口高校の生徒による環境美化活動
通学路や町施設をきれいに

収穫が待ち遠しい
町内小学校で田植え

楽しいひととき
「人形劇団ひぽぽたあむ」による人形劇

　５月２５日、福島県立川口高校の全校生による環
境美化活動が行われました。この活動は、自分たち
の通学路などをきれいにするために毎年実施されて
います。生徒たちはいくつかの班に分かれ、川口ト
ンネル内の清掃や道の駅周辺の施設のごみ拾いを行
いました。
　川口トンネルの清掃では、消防団川口班が放水を
行った後、生徒たちがデッキブラシやぞうきんで内
壁や手すりの汚れを落としました。

　５月２４日、横田小学校で全校生による田植
えが行われました。田植えを無事終えると、児
童は「秋の収穫が楽しみ。いっぱい収穫できる
かなぁ」と話しました。

　川口保育所で５月１５日、「人形劇団ひぽぽ
たあむ」による人形劇鑑賞会が開かれました。
川口・横田・三島保育所の児童や町内の親子を
対象に行われました。

　また、５月２９日には金山小学校の５・６年
生による田植えが中川の田んぼで行われまし
た。泥に足を取られ苦戦しながらも、丁寧に苗
を植えることができました。

　犬の兄妹の物語が上演され、子ども達は人形
劇の世界に入り込んでいました。ゆかいな人形
劇に子ども達は、楽しいひとときを過ごしまし
た。

足がなかなか抜けず苦戦（横田小学校）

人形劇「こいぬの兄妹チップとチョコ」
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「ふるさとに誇りを持って」
町内小学校ヒメマス放流体験

地域見守り活動に関する協定
町と横田新聞販売所で結ばれる

新緑の中、汽笛が響くＳＬ運行

金山の大自然を満喫
３年ぶり御神楽岳山開き

　５月１８日、金山小学校と横田小学校の全児
童による、ヒメマスの稚魚放流体験が沼沢湖に
注ぐ前ノ沢で行われました。はじめに沼沢漁業
協同組合長の鈴木茂さん（板下）から「ヒメマ
スは県内では沼沢湖にしか生息していません。
この貴重な体験をできる金山町に生まれたこと
に誇りを持って放流してください」と話しまし
た。
　その後、児童たちは沼沢漁業協同組合の方か
ら稚魚の入ったバケツを受け取り、「また戻っ
てきてねー」などと声をかけながら、元気に泳
ぐ稚魚を笑顔で見送りました。

　金山町と横田新聞販売所の間で「地域見守り
活動に関する協定」が結ばれ、その調印式が５
月１８日に金山町役場で行われました。
　この協定は地域の新聞販売店である横田新聞
販売所の従業員が、毎日の配達時にその家の高
齢者の方などに異変があった際は、役場や関係
機関に情報の提供を行うというものです。所長
の滝沢博一さん（上横田）は、「今まで見守り
のような地域の方に寄り添った業務を行ってき
たが、今回のような協定という形となってよか
った」と話しました。

　５月２０日、２１日の両日、ＪＲ只見線の特
別列車「ＳＬ只見線新緑号」が会津若松駅と会
津川口駅の間を走りました。沿線は多くの鉄道
ファンや家族連れで賑わいました。
　折り返し地点となる会津川口駅では、金山町
の「和太鼓サークルぽんぽこ」の演奏や奥会津
のゆるキャラ達が出迎え、乗客の皆さんを楽し
ませていました。また駅前では奥会津物産市も
開催され、奥会津の物産品を買い求める乗客の
方で大変賑わいました。

　６月４日、御神楽岳の山開きが行われ、町内
外から約２００名が参加しました。役場駐車場
に集合した参加者は、数台のバスに分乗して御
神楽岳登山口へ向かいました。
　はじめに登山の安全祈願を行ってから出発
し、参加者はそれぞれのペースで歩きながら山
頂を目指しました。小雨が降る中での登山とな
りましたが、参加者は大自然を満喫しながら登
山を楽しみました。

珍しい人力の転車台に集まる多くの鉄道ファンや親子

⼭頂目指し⼤⾃然の中を歩く参加者

１年生は初めてのヒメマス放流

協定書を手にする長谷川町長と滝沢所長
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お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

人
　
　
　
事

募
　
　
　
集

お
知
ら
せ

　

金
山
町
民
生
児
童
委
員
に
新

た
に
２
名
の
方
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
４
月

20
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日

ま
で
で
す
。

民
生
児
童
委
員

渡　

部　
　
　

慎
（
大　

塩
）

主
任
児
童
委
員

渡　

邉　

幸　

子
（
板　

下
）

　

自
動
車
（
原
付
自
転
車
を
含

む
）
を
運
転
す
る
方
3
人
1
組

で
チ
ー
ム
を
作
り
、
7
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
6
ヶ
月

間
、
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
事
故
・

無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に

は
、
福
島
県
交
通
安
全
対
策
協

議
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
抽
選
に
よ
り
、
旅

村
対
抗
軟
式
野
球
大
会
』
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
種
　
目　
　

軟
式
野
球

●
期
　
間

　

9
月
9
日
（
土
）　

開
会
式

　

9
月
10
日
（
日
）
～

　

10
月
1
日
（
日
）
の
間
の

　
　
　
　
　

土
曜
日
と
日
曜
日

※
詳
し
い
日
時
は
抽
選
会
で
決

定
し
ま
す
。

●
会
　
場

　

あ
づ
ま
球
場
（
福
島
市
）

　

他
県
内
3
球
場

●
参
加
資
格

社
会
人
（
女
性
も
可
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
す
方

１
．
平
成
29
年
7
月
1
日
時
点

で
、
金
山
町
に
住
民
票
が
あ

り
在
住
し
て
い
る
方

１
．
金
山
町
外
在
住
の
方
で
、

金
山
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
方
（
5
名
以
内
）

●
募
集
期
限
…
6
月
30
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

	

☎
54
︲
５
３
６
１

　

平
成
18
年
9
月
号
か
ら
平
成

26
年
3
月
号
ま
で
の
広
報
か
ね

や
ま
を
1
冊
の
本
に
収
録
し
た
、

広
報
か
ね
や
ま
縮
刷
版
の
第
5

巻
が
完
成
し
ま
し
た
。
役
場
2

階
総
務
係
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
第
1
巻
か
ら
第
5
巻
ま

で
の
5
冊
セ
ッ
ト
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

▼
価
　
格

　

各
1
冊
…
…
…
…
二
千
円

　

5
巻
セ
ッ
ト
…
…
九
千
円

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

	

☎
54
︲
５
１
１
１

今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

◦
町
・
県
民
税　
　
　

１
期
・
全
期

★
6
月
★

▼
15
日（
木
）

◦
第
70
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
予
選
会

　
午
後
7
時�

町
民
体
育
館

▼
19
日（
月
）

◦
子
宮
が
ん
・
骨
粗
鬆
症
健
診

　
受
付
　
午
後
1
時
～

�

大
塩
体
育
館

▼
21
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　
午
前
9
時
30
分
～

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
25
日（
日
）

◦
第
2
回
協
会
長
杯

　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
午
前
10
時
～�

町
民
体
育
館

▼
26
日（
月
）

◦
子
宮
が
ん
・
骨
粗
鬆
症
検
診

　
受
付
　
午
後
1
時
～

�

ゆ
う
ゆ
う
館

★
7
月
★

▼
２
日（
日
）

◦
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
両
沼
大
会

　
午
前
8
時
30
分
～

�

会
津
美
里
町

▼
13
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

　
役
場
1
階�

住
民
相
談
室

民
生
児
童
委
員
が
決
定

セ
ー
フ
テ
ィ

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
戦

市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

広
報
か
ね
や
ま
縮
刷
版

が
完
成
し
ま
し
た

納期限は

6月30日
です

行
券
や
商
品
券
が
当
た
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
が
2
名
以
上

の
チ
ー
ム
は
シ
ル
バ
ー
枠
と
し

て
、
一
般
抽
選
と
は
別
に
抽
選

が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
選
確
率

が
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
交
通
対
策
協
議

会
で
も
独
自
に
抽
選
会
を
行

い
、
当
選
チ
ー
ム
に
は
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
町
を
経
由
し
な

い
と
町
の
抽
選
か
ら
漏
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

6
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法

　

役
場
総
務
係
及
び
横
田
出
張

所
に
あ
る
専
用
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

（
1
チ
ー
ム
千
五
百
円
）
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

	

☎
54
︲
５
２
１
５

　

金
山
町
体
育
協
会
で
は
、
秋

に
開
催
さ
れ
る
『
第
11
回
市
町

8広報かねやま　29.6.10



　

子
ど
も
の
様
子
や
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
一
緒
に
じ
っ
く
り

遊
び
な
が
ら
、
こ
と
ば
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▼
場
　
所

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内

　
「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

▼
対
　
象

き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心
配
が

あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◎
問
い
合
わ
せ
…

�

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

☎
０
２
４
２
︲
22
︲
１
２
８
６

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

不
動
産
取
得
税
の
軽
減

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

強
化
月
間

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児

子
育
て
相
談

「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

神
奈
川
県
川
崎
市

　

滝
沢
雄
司
さ
ん
か
ら
五
万
円

⃝
埼
玉
県
坂
戸
市

　

若
林
純
一
さ
ん
か
ら
三
万
円

⃝
宮
城
県
仙
台
市

　

井
草　

学
さ
ん
か
ら
一
万
円

⃝
千
葉
県
市
川
市

　

今
野
浩
二
さ
ん
か
ら
一
万
円

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値は
１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横
田出張所で行っています。
　なお、販売用食品の測定については産業係にお問い合わせ
ください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　産　業　係　☎５４－５３２１（販売用食品について）

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示し
ています。
（測定年月日　平成29年 5 月 1 日～平成29年 5 月31日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

　

平
成
29
年
5
月
29
日
か
ら
、

全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
に

お
い
て
、
各
種
相
続
手
続
き
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や

家
屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度

だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税

金
で
す
。
住
宅
用
の
土
地
を
取

得
し
て
か
ら
3
年
以
内
に
住
宅

を
新
築
（
中
古
住
宅
の
場
合
は

１
年
以
内
に
取
得
）
し
た
場
合

や
、
住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１

年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地

を
取
得
し
た
場
合
で
一
定
の
要

　

6
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

強
化
月
間
で
す
。
車
に
乗
る
と

き
は
す
べ
て
の
座
席
に
お
い

て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を

徹
底
し
、
交
通
事
故
発
生
時
に

お
け
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

	

☎
54
︲
５
１
３
５

法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か

を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
各
種
相
続
手
続
き
で
戸

籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場

合
、
手
続
き
が
同
時
に
進
め
ら

れ
る
等
、
と
て
も
便
利
な
制
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
注
）
相
続
手
続
き
で
必
要
と

な
る
書
類
は
、
各
機
関
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
提
出
先
に

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
地
方

�

法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
２
０
４
５

件
を
満
た
す
と
き
は
、
こ
れ
ら

の
土
地
に
か
か
る
不
動
産
取
得

税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
災
害
や
公
共
収
用
時

な
ど
に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。

※
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
る
減
額
・
減
免

す
る
も
の
な
の
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
詳
し

い
要
件
及
び
必
要
書
類
に
つ

い
て
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
５
４

⃝
会
津
若
松
市

　

木
伏
か
す
み
さ
ん
か
ら

�

五
千
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
４
名
か
ら

�

五
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
事
業

や
少
子
化
対
策
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 6 6 ＮＤ
焼却灰（薪ストーブ） 1 0 1394
こごみ 1 0 14.6

9 広報かねやま　29.6.10



昨年の文化協会総合発表会でゲスト出演したレッドベコーズ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

　

上
横
田
地
区
の
上
横
田
地
区

農
用
地
利
用
改
善
組
合
に
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動

し
て
い
る
安
藤
で
す
。

　

先
日
、
全
国
で
活
動
し
て
い

る
１
年
目
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
集
ま
る
研
修
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
初
任
者
研
修
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
役
割
や
地
域
の
活
性
化

に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
基
本

的
な
講
演
の
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
中
心
と
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
、
地
域
で
の
課
題
や
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
つ

い
て
な
ど
話
し
合
い
、
終
始
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
、
学
生
時

代
を
思
い
出
す
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。「
地
域
」
と
は
な
に

か
、「
地
域
お
こ
し
」
と
は
何

か
、
そ
し
て
、「
協
力
」
と
は

何
か
、
曖
昧
な
意
味
の
単
語
の

集
合
体
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
い
う
存
在
を
考
え
る
い

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
緑
の
中
、
遂
に
本
格
的
な

農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
5

月
中
旬
か
ら
は
田
植
え
に
向
け

て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て

の
代
掻
き
作
業
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。
5
月
の
気
持
ち
い

い
風
に
吹
か
れ
て
の
外
仕
事
は

最
高
に
気
持
ち
が
い
い
で
す
！

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
暑
く
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
外
仕
事
の
際

は
熱
中
症
に
は
注
意
し
て
作
業

し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の

�

ト
ラ
ク
タ
ー

　只見線の鉄道による全線復旧を見据えて、福島
県、沿線自治体、有識者等による「只見線利活用
プロジェクトチーム」が設立されました。只見線
を活用した地域振興を推進していく必要がある
ため、「只見線沿線地域の魅力と課題」というテ
ーマでワークショップが５月13日に開発センタ
ーで開催されました。
　このワークショップには沿線住民を中心に60
名以上が参加し、午前の部では２名の講師を招い
て講演会が行われました。午後の部では、グルー
プワーク形式の意見交換会が行われ、奥会津の魅
力などを楽しむ只見線を活用したツアーの企画
など多くの意見やアイディアが生まれていました。
　今後も町では福島県や沿線地域と連携して只見
線の活性化を目指して利用を促進していきます。

　口笛世界大会で日本人初の２連覇を達成した
高木満理子さんといろいろな音の出るシンセサ
イザーを操る細川佳那枝さんの美しく愉快な音
楽パフォーマンス！
　見て笑って聴いて楽しいショーが下記の日程
で行われます。お誘い合わせのうえ、来場くだ
さい。
日　時：６月１９日（月）
　　　　午後１時３０分～午後２時３０分まで
場　所：御神楽館（本名）　※入場は無料です。

　子どもからお年寄りまで楽しめる内容です。
口笛の世界に飛び込んでみませんか。
◎問い合わせ…教育委員会　☎５４－５３３３

只見線の利用促進へ！！

会場には多くの参加者が集まりました

慎重に代掻き作業をする安藤隊員

地域おこし協力隊

安
あん

藤
どう

　雅
まさ

朗
あき

みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう 世界一の口笛ショー

レッド・ベコーズが
やってくる♪

10広報かねやま　29.6.10



遠
く
見
る
御
神
楽
岳
や
夏
立
て
り

	

五
ノ
井
　
フ
　
ミ
（
川
　
口
）

路
地
の
空
人
知
れ
ず
咲
く
桐
の
花

　	

栗
　
城
　
と
さ
子
（
川
　
口
）

そ
れ
ぞ
れ
の
葉
の
色
光
る
初
夏
の
山

	

横
　
山
　
軍
　
介
（
川
　
口
）

田
植
機
の
後
に
つ
づ
く
軽
き
音

	

目
　
黒
　
隆
　
弥
（
宮
　
崎
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
　
五
月
句
会
　

　熱中症とは、気温や湿度が高い環境に長くい
ることで徐々に体内の水分や塩分のバランスが
崩れたり、体温調節機能がうまく動かなくなり
体に熱がこもった状態のことで様々な症状が現
れます。５月の段階で福島県内でも熱中症で救
急搬送された方もいます。夏に向けて熱中症を
知って、しっかり予防しましょう。

熱中症を防ぐには？
　①暑さを避ける　　⇒屋外での作業時には帽子を着用し、日陰で休憩する！！
　　　　　　　　　　　室内でも熱中症になる可能性があるため、
　　　　　　　　　　　エアコンや扇風機などで温度をこまめに調節しましょう！！
　②こまめに水分補給⇒室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
　　　　　　　　　　　こまめに水分を補給するよう心掛けましょう！

子どもや高齢者は特に注意が必要です！

� ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５
※声をかけても応答がないときや重症なときは、救急車（１１９番）を呼びましょう！

町内周遊バスが運行を
開始しました！！

熱中症にご注意ください！

　高齢者は体温を下げるための機能が弱く
なっており、自覚症状を感じる前に熱中症
になる可能性があります。
・室温をこまめにチェックし、エアコンや
扇風機を活用しましょう。
・のどが渇かなくてもこまめに水分補給を
しましょう。
・調子が悪いと感じたら、家族や近くの人
に声をかけ、そばにいてもらいましょう。

　体温調節機能が未熟な子どもは、熱中症
になりやすいため、保護者の方は注意しま
しょう！
・子どもの顔色や汗のかき方を観察しまし
ょう。
・遊んでいる最中には、こまめに水分補給
をさせ、日陰で休憩させましょう。
・外出時は通気性のよい服を着せ、帽子を
着用させましょう。

高齢者子ども

熱中症の症状
　めまい・立ちくらみ・手足のしびれ
　筋肉のこむら返り・虚脱感
　頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感
重症になると…
　返事がおかしい・意識消失・体が熱いなど

　６月１日より金山町の町営バスが新
しい内容で走行しています。試験運行
のため、料金は無料で、毎日運行しま
す！
　試験運行となりますので、ご利用く
ださい！
　また、町内周遊バスについてのご意
見・お問い合わせは役場総務係までお
寄せください。
◎問い合わせ…総務係　☎54－5215
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宮下病院だより宮下病院だより

消防署からのお知らせ

山火事に注意しましょう！
会津坂下警察署からのお知らせ

自転車盗に気をつけましょう！
　山火事の多くは、春先から梅雨入りまでの空
気が乾燥している時期に多く発生しています。
この時期は、行楽や山菜採りのために入山者が
増加し、捜索事案が発生するほか、農作業に由
来する枯草焼きなどが強風により山林に飛び火
することが懸念されます。山火事のほとんど
は、人の不注意によって発生しています。火気
の取扱いには十分注意するように下さい。一人
ひとりが森林の大切さを認識し、防災意識を高
めることも大切です。
　もしも、火災が発生した場合や発見した際に
は、無理して消火しようとせず、速やかに１１
９番通報して下さい。

　昨年中は、会津坂下警察署管内で１５件の自
転車盗が発生しました。
　４・５・８月に多く発生し、駅前などの駐輪
場だけでなく、自宅の敷地内から盗まれるケー
スも多く発生しています。
　また、被害自転車のほとんどが無施錠でした。

被害を防ぐには…
①確実に施錠をしましょう！
②ワイヤー錠など、もう一つをの鍵を取り付
け、ツーロックを心掛けましょう！

平成２９年　全国山火事予防統一標語
　『火の用心　森から聞こえる
� ありがとう』
◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
� ☎５５－３１００

◎問い合わせ…福島県会津坂下警察署
� ☎０２４２－８３－３４５１

１．病気や障がいを抱えて家で生活する方や家族からの、介護や生活についての相談窓口
２．地域に住む方々の健康維持・増進、介護・疾病予防のための支援
３．地域に住む方々が気軽に立ち寄れる交流場所の提供

などを目的に、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリスタッフが皆様の
在宅生活のためのお手伝いをさせていただきます。
愛ばんしょ外来スケジュール
６月１５日（木）　相談コーナー
６月２２日（木）　相談コーナー
　　　　　　　　 健康教室『寝たきり予防①』～ロコモティブシンドローム～
６月２９日（木）　相談コーナー

健康教室『寝たきり予防②』
～フレイル（体がストレスに弱くなっている状態）～

相談コーナーでは…「健康のことを考えたいけど、何をすれば良いのかわからない」
　　　　　　　　　「介護のコツを知りたい」「話し相手が欲しい」　　　　　　　など
　　　　　　　　　 医療・介護・生活に関することについてご相談をお受けします。

◎時　間：相談コーナー　午前９時～正午、午後１時から４時まで
　　　　　健康教室　　　午前１１時から１１時３０分まで
◎場　所：宮下病院　外来待合室

� ◎問い合わせ…福島県立宮下病院　☎５２－２３２１

　宮下病院では、毎週木曜日「愛ばんしょ外来」（在宅療養生活支援外来）を開設しています。

※費用は無料です。
お気軽にお越しくださ
い。職員一同、お待ち
しております！
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金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

図 書 室 だ よ り

あ の 人 こ の 人
５月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

目　黒　義　昭　（８３歳）横　田
滝　沢　英　儀　（９３歳）上横田
大　竹　勝　雄　（８０歳）山入二

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

そうべえふしぎなりゅうぐうじょう
／田島　征彦　著（童心社）
　海になげこまれ、ふか（サメ）から逃れて、そうべえたちがたどりついたのは、海
の底の竜宮城。飲めやうたえや、ごちそうでもてなしてくれた乙姫さまは、実はふか
の化け者だった！　ドキドキワクワク、愉快痛快な物語。

　５月号では生まれてから２歳位までの子ども
の歯磨きの話でしたが、今回はそれ以降の話で
す。２歳くらいになると子供は好奇心旺盛にな
り、何でも口に入れてしまいます。この好奇心
旺盛な時期に歯磨きを習慣化させるのは重要で
す。ただし、子ども一人で歯ブラシを持たせて
おくのは危険なので、時間を決めて必ず保護者
の目の届く範囲で行うようにしましょう。
　３歳頃には一人でも磨けるようになってきま
すが、最後は必ず保護者の方が仕上げ磨きを行
うようにしてください。特に乳歯は、歯と歯の
間にものが挟まりやすく、
それを見落とすことで虫
歯ができやすくなります。
しかも永久歯に比べて虫
歯の進行が非常に早いで
す。できれば仕上げ磨き
の際に「糸ようじ」を使
って歯と歯の間を掃除す
ることをお薦めします。

赤ちゃんの歯磨き（その２）

歯科医師　市川　公久

○新刊紹介

村上レシピ
／著（飛鳥新社）

　村上春樹がエッセイでこだわるおいしい和食の作り方！　もちろん、小説からの肉
料理、魚料理なども厳選紹介。

金山町の人口（ 6月 1日現在）

世 帯 数　１,０９３世帯（＋ １）
人　　口　２,１６１人　（－ ４）
　 男 　　１,０３０人　（－ ３）
　 女 　　１,１３１人　（－ １）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３６０

＊お一人様３冊まで２週間借りられます。　（土曜日利用可）

○５月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　56冊（うち児童書　13冊）　DVD　0枚

一般向け

児童向け
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、
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田
小
学
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学
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を
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。

学
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縁
あ
っ
て
横
田
小
学
校
に
着

任
し
た
の
で
、
奥
会
津
、
そ
し

て
金
山
町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
、
ふ
れ
あ
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
学
校
や
地
域
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に
つ
い
て
話
す
児
山
さ
ん
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ら
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体
験
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や
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源
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収
、
運
動
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ど
、
地
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く
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こ
と
で
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だ
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ま
す
。
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津
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』
と
い
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素
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晴
ら
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こ
れ
か
ら
の
学
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と
地
域
に
関
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、
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域
に

元
気
や
喜
び
を
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る
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と
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こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
謙

虚
に
学
び
、
支
援
と
励
ま
し
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
持

て
る
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
私
自

身
、
横
田
小
学
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が
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生
の
宝
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と
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れ
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よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
今
後
の
意

気
込
み
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話
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て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

金山町立横田小学校　校長

児
こ

山
や ま

　秀
ひ で

典
の り

さん

かねやまの支え

地域のお宝　「男の井戸端会議」
生活支援コーディネーター　五十島　寿子

　金山町には多くの支え合いが存在しています。
広報かねやまで支え合いを毎月紹介していきま
す。今月は、「集合型の新聞受けが早朝の男の井
戸端会議の場所になっているよ。」と教えていた
だいた、本名地区を紹介します。
　本名地区には、３ヶ所に集合型新聞受けがあ
りますが、沖ノ原集落の新聞受けには毎朝、６
時前から周辺の男性を中心とした住民の方々が
ポツリポツリと集まってきます。かつて民家の
車庫だった所には、壁に掛けられた新聞受けの
他にお手製のベンチが２個おいてあり、先着順
に座って待っているそうです。地区の行事のこ
とや、お互いの健康状態のことなどで会話が盛
り上がり、配達が来るまでの約１５分程度です
が、男性の方々の集いの場にもなっています。

　集まる顔ぶれはいつもだいたい同じなので、
来るはずの人が来ないと、その人の自宅へ新聞
を持っていき「おーい！いたのかー」と様子を
確かめているそうです。一見、不便と思われが
ちな集合型の新聞受けが、実は地域の住民にと
って大切な情報交換の場であり、さらに見守り
や安否確認へ繋がっていることがわかりました。
　このような地域の支え合いの情報をお待ちし
てます。どんなことでも結構ですので、お気軽
にご連絡ください。
� （社会福祉協議会☎５５－３３３６）

愛

井戸端会議の場所となる本名地区の新聞受け
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